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Summary 

African clawed frog (Xenopus laevis), alien species in Japan, were seen at an irrigation pond and a drain 

in Sakai city in 2020. We conducted field samplings and captured 4 adults and 19 tadpoles. After the field 

research, we detected DNA from environmental water in the surrounding area using the method of 

environmental DNA (eDNA) analysis, due to confirm the distribution status of the frog. As a result, X. laevis 

DNA appeared at 4 sites in 18 samples from 15 water sampling sites. 
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Ⅰ．はじめに 

アフリカツメガエル (Xenopus laevis）はサハラ砂漠から南アフリカまで広く分布するアフリカ原産のカエル1）

で，日本には1954年に初めて神奈川県江ノ島水族館に導入された2）．近年では，ペットとしての飼育用や魚類の

餌用としても販売されている1,3,4）．アフリカツメガエルは，様々な条件でも生存可能であり5），逃げ出したり，放

逐されたりすることによって，世界各地で野生化している6）．我が国も例外ではなく，千葉県，静岡県，和歌山

県および兵庫県で野外の繁殖事例が報告されている2,4,7）．本種は基本的に全生活史を水中で過ごすとされている

4）．一方，原産地を含む諸外国において陸移動を示すいくつかの報告もある8）（距離は0.45km-2.0km)．野外での

報告例では，水生の節足動物や陸生無脊椎動物などを捕食している例も報告されており9,10），環境省“生態系被害

防止外来種リスト”において「その他の総合対策外来種」に分類されている11)．  

大阪府内の野外確認記録は，2018年8月堺市南区の水路での成体1個体の捕獲に関する投稿情報12,13）（堺市環境

局環境保全部環境共生課 堺いきもの情報館「みんなでつくろう！いきもの図鑑」）が最初であるが，「堺市外

来種アラートリスト2021」の作成にあたって，2020年5月に前述の水路付近で堺市職員が確認調査を行ったとこ

ろ，ため池・水路で成体が目撃された．そこで，当所はその情報に基づき，2020年5～10月に繁殖状況の確認およ

び分布拡大防止の観点から周辺地域での分布状況を調査した． 

アフリカツメガエルの侵入が確認された水域の周囲には多くのため池と河川・水路が点在している．そこで，

広範囲の水域で特定の種あるいは網羅的に種の在・不在や生物量を短時間で推定することができる環境DNA（以
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下，eDNAとする）14)を調査手法として用いることとした．なお，アフリカツメガエルの陸路移動をも想定すると

調査場所および調査回数を大幅に増加させる必要が生じるため，今回はアフリカツメガエルの目撃報告のあった

池や水路からの水の流出経路と流入経路を主に調査した． 

 

Ⅱ．調査地および方法 

2020 年 5 月 15 日及び 7 月 8 日に大阪府堺市の目撃情報があったため池（以下，初発池とする；（第 3 図：a-

1））および水路（以下，初発水路とする；（第 3 図：a’-2））において，5 月ではタモ網，7 月ではカゴ網（寄せ

餌；鶏レバー）を使って採取調査を行った．次いで，同年 10 月 21 日に初発池からの分布の広がりを確認するた

めに，初発池からの流出経路(第 3 図の a-1, 3, 4, 5, a’-2)および初発池の下方に位置する水田脇の水たまり（第 3 図

の a”)および初発水路への流入経路（第 3 図の b-3, b’-1, 2）と考えられる水路やため池，周辺河川（第 3 図の c，

d）の 11 カ所で現地調査および eDNA 確認のための採水を行った（1 回目調査：2 人×4h）．さらに，同年 11 月

18 日に 10 月の調査で eDNA 陽性となった初発池（a-1），初発水路（a’-2）および初発水路の上流地点（第 3 図の

a-2, a’-1, b-1, 2, 3）の計 7 カ所で採水を実施した（2 回目調査：2 人×4h）．なお，初発池は 1 回目の調査時には池

干しされており，1 および 2 回目の調査時には水は排水枡の一部に残るのみであった（採水はこの枡より実施）．

なお，2 回目採水時に排水枡内に成体が存在するのを確認したため手網を用いて全て駆除した（1 回目は，幼生お

よび成体の有無は確認せず）．eDNA 分析用の水の採取方法については一般社団法人環境 DNA 学会作成の「環境

DNA 調査・実験マニュアルVer.2.2」15）に準じた．採取した水は基本情報として pH および水温（LAQUA pH 電

極（株）堀場製作所）を測定した．アフリカツメガエル eDNA 検出のためのプライマ作成は Secondi et al.（2016）

の報告に基づいた 16）．分析の際の陽性対照は 5 月に初発池より採取したアフリカツメガエルの飼育水を用いた．

Polymerase chain reaction（PCR）機器は TaKaRa PCR Thermal Cycler® Touch（タカラバイオ株式会社）を用いた． 

 

Ⅲ．結果および考察 

2020 年 5 月の初発池の調査では成体 3 個体を採取した．さらに同年 7 月の調査では，初発池より成体 1 個体に

加えて幼生 19 個体を採取した（第 1 図，第 2 図）．事前に目撃のあった a’-2 地点では成体も幼生も採取されな

かった． 

大阪府において野外でアフリカツメガエルの幼生が確認されたのはこれが初めてである．幼生が見つかったこ

とは，この地点における繁殖の可能性を示すものである．アフリカツメガエルの野外繁殖の時期は様々と考えら

れているが，幼生期間は飼育下では1.5～2ヶ月で，変態期は7月ごろと考えられているので17)，今回採捕された幼

生はおそらく5月ごろに産卵され，成長したものと推定された． 

 

 

 

 

 

 

 

第 1図．堺市南区のため池で採捕された 

アフリカツメガエルの成体（2020年 7月 8日） 

第 2図．堺市南区のため池で採捕された 

アフリカツメガエルの幼生（2020年 7月 8日） 
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採水地点を第 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（    :ため池，    ：水路，    ：暗渠，地点 a”は水田脇のたまり水，← は水の流れ） 

 

採水地点および eDNA 判定結果は第 3 図および第 1 表に示した．採水地点の水温，pH の値はいずれの地点，

時期でも大きな差異は認められなかった．アフリカツメガエルの eDNA は，10 月に実施した調査(1 回目)では個

体が確認された初発池および初発水路を含む 3 カ所（a-1，a’-2，b-3）で陽性となった．11 月の調査（2 回目）で

はアフリカツメガエルの eDNA は初発池（a-1）のみが陽性となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表．各採水地点での水温，pHおよびアフリカツメガエル eDNAの判定結果 

pH 水温 eDNA判定
＊ pH 水温 eDNA判定

a-1 ため池 7.1 16.4 + 6.9 14.5 +

a-2 水路 ND** ND ND 7.9 23.2 ー

a-3 水路 7.8 21.3 ー ND ND ND

a-4 水路 8.1 17.6 ー ND ND ND

a-5 川 8.3 18.7 ー ND ND ND

a'-1 水路 ND ND ND 7.6 17 ー

a'-2 水路 7.8 17.2 + 7.7 15.1 ー

a'' たまり水 6.8 19 ー ND ND ND

b-1 ため池 ND ND ND 7.7 13 ー

b-2 ため池 ND ND ND 7.6 14.4 ー

b-3 水路 7.6 15.7 + 7.7 13.9 ー

b'-1 ため池 7.9 18.1 ー ND ND ND

b'-2 ため池 7.5 18.3 ー ND ND ND

c 川 8.1 17.7 ー ND ND ND

d ため池 8.1 22.6 ー ND ND ND

＊：

採水地点No.の塗りつぶし地点は5月に目撃報告のあった初発池および水路。

＊＊： 未測定（No Data)

アフリカツメガエルのeDNAの判定結果（＋；陽性、-；陰性）を示す。

採水時期

採水地点No. 採水場所
10月21日 11月18日

第 3図．アフリカツメガエルの eDNA 分析用採水地点および水の流入・流出経路 
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現地調査の際，成体および幼生は初発池のみで確認されたこと，周辺ため池および河川ではアフリカツメガエ

ル eDNA が確認されなかったこと等から本事例のアフリカツメガエルの発生元は初発池が有力と考えられるが，

池への侵入ルートは不明である．また，1 回目の調査で eDNA 陽性となったが 2 回目調査で陰性となった初発水

路や 2 回目の調査で上流のため池をも含めて陰性となった b-3 の水路については自発的な移動や野鳥による捕

獲・移動などにより，結果的に定着は起こらなかったとものと推察する． 

現在アフリカツメガエルは，ペットショップにおいても安価に簡単に入手可能なため，新たな個体が人為的に

他の池や河川に放逐される危険性は高い．堺市外来生物アラートリスト 2021 では“すぐに対策をとらなければ

ならない種”として「重点対策種」に選定されており，2022 年 9 月には堺市から離れた茨木市内でも水路で成体

が確認されている 18)．先の“我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト”で利用上の留意点と

して「逸出には十分な注意を払い，放逐を厳に慎むべき」と述べられているように飼育管理の徹底が必要である．

今後の大阪府内への侵入・定着を早期に防ぐためには継続的に広範囲の監視を続けることが必要である． 

なお，アフリカツメガエルの野外での生息報告は，国内においていくつか認められるが，eDNA による調査報

告は，著者らの知る限り認められなかった．実際の個体を確認できることが最も確かな分布の確認方法であるが，

広いため池や河川の多地点での調査を簡便にできる本手法は個体確認前のモニタリングとして非常に有用な手段

と考えられた． 
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Ⅴ．摘要 

2020 年に堺市南区のため池および近隣水路でアフリカツメガエル Xenopus laevis の成体や幼生を確認した．そ

こで，分布状況を確認するために環境 DNA 分析の手法を用いて周辺地域の環境水からのアフリカツメガエルの

eDNA の検出を試みた．その結果，アフリカツメガエルの eDNA は 15 カ所の採水地点（18 サンプル）のうち 3

カ所（4 サンプル）で検出された． 
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